
高校生議員からの質問及び執行部答弁

議長開会宣言

Ｒ６.1０.２９ 開催下関・長門地域版

答弁する
村岡知事

高校生議員の自己紹介

鴨
川
議
員
（
大
津
緑
洋
高
）
と
梅
本
議
員
（
早
鞆
高
）
が
、

下
関
・
長
門
地
域
を
代
表
し
て
質
問
を
し
ま
し
た
！

海洋ごみを減らすためには、発生したごみの回収・処理対策と発生そのものを防
ぐ抑制対策を、海域の特性に応じて進めることが効果的と考えています。
このため、全県的な取組として、市町と連携した清掃活動を実施し、この１０年間で

延べ２２万人の参加を得て、３千トン以上の海洋ごみを回収・処理をしてきたところで
あり、今後もこうした対策を着実に進めてまいります。
発生抑制対策としては、プラスチックごみの削減や再資源化、陸域からの流出防

止などの取組が有効であり、レジ袋の使用削減やハンガーの再利用、ペットボトル
のリサイクル等を実践する事業者の拡充等を図り、３Ｒを一層推進してまいります。
また、海域の特性に応じた取組としては、瀬戸内海の海洋ごみの多くは、周囲の

陸域から河川を通じて海へ流れ出たものであり、今年度、河川ごみの実態調査を実
施し、本県も含め関係１４府県が参加する「瀬戸内海プラごみ対策ネットワーク」にお
いて、新たな対策を検討してまいります。
一方、日本海や響灘では、東アジアからの海洋ごみが多い実態を踏まえ、引き続

き、鴨川議員も参加をされました日韓海峡沿岸の８県市道での一斉清掃や、ごみの
発生抑制に向けた意見交換を行うほか、国に対して国際的な協力への対応を要望
していきます。
ふるさとの美しい海を守るために、今後とも、県民や市町、国や関係団体等と連

携・協力して、海洋ごみの対策に積極的に取り組んでまいります。

海洋ごみのなかでもプラスチックごみは長期に残存し、

微細化したマイクロプラスチックは極めて大きな懸念材料
になっています。
県では対策を一層強化していますが、令和２年度以降、

長門市大浦海岸の漂着ごみ量は増えています。
海洋ごみを減らすためにどのような取組が効果的と想

定していますか。また、海域のマイクロプラスチックの実態
や対策について、今後の展望をお聞かせください。

質問に立つ
鴨川議員

開会宣言する
柳居議長第10回記念ミニコンサート

第10回の開催を記念して、山口中央高等学校オーケストラ部と
合唱部の皆さんの演奏による、ミニコンサートを開催しました！



山口県議会のホームページには、これまでの高校生県議会の概要をはじめ、議会に関するいろいろな情報が掲載されています。
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

「男性の育児休業取得率向上のための
サービスロボット導入を求める意見書」

男性の育児休業取得率の低い
産業において、作業効率を上げ、
人手の余裕を持たせることにより、
育児休業取得率を上げるために、
サービスロボットの導入を求める
意見書を、高校生議員47名全員
の賛成で可決しました。

（代表提案者：豊浦高等学校 桑野 羽桜さん）

高校生議員を代表して、

「山口県民の一員として持続
可能な未来社会に貢献し、
誰もが暮らしやすく、希望に
あふれた山口県の実現のた
めに、積極的に尽力し続ける。」
と決意表明をしました。

（決意表明者：下松高等学校 立野 嬉杏さん）

第10回やまぐち高校生県議会で可決された意見書 決意表明

記念撮影

決意表明する
立野議員

提案理由を説明
する桑野議員

答弁する
村岡知事

デジタル化が急速に進む中にあっても、高齢者をはじめ、地域住民の皆さ

んが必要な情報を入手し、公共交通機関を快適に利用できるよう配慮をする
ことは大変重要と考えています。
このため、県では、病院や市役所、駅などの待合室に、時刻表や到着時刻

などの運行状況が一目で分かるモニターを設置するバス会社の取組を支援
をするなど、高齢者にも分かりやすい情報提供ができるよう努めています。
また、市町においても、デジタル機器の活用に不安のある高齢者にも必要

な情報が分かりやすく届くよう、区域内を運行する鉄道やバスなどに関する総
合時刻表を作成し、公共施設や病院等で配付するなどの工夫を行っています。
県としては、こうした取組が県内で広く実施をされるよう、市町やバス会社

等に対して、引き続き、情報提供や助言を行っていきます。
これからも、市町等と連携して、免許返納後の高齢者などに必要な情報を

確実にお届けし、安心して公共交通機関を利用していただけるよう、積極的
に取り組んでまいります。

質問に立つ
梅本議員

デジタル化の発展により高齢者が時代の流れについて

いけなくなるケースが増え、公共交通機関を含めた全ての
情報が伝わりにくくなっていくことが課題と考えます。
高齢者の増加が進んでいる現在、免許返納後も公共交

通機関の利用がしやすいような情報提供が必要だと考え
ますが、県はどのような改善策を考え、実行していますか。

下関・長門地域の高校生議員の皆さん

（豊浦高等学校）
木村唯菜さん 桑野羽桜さん

（大津緑洋高等学校）
勝岡心音さん 鴨川杏奈さん
中野早葵さん

（早鞆高等学校）
佐川歩夢さん 梅本蓮太郎君
松尾拓海君

（下関短期大学付属高等学校）
花井結菜さん 春若優希さん

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

